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2026 ワ ¦I  /  ±<J  Mon.
1 8 : 3 0 開 場 / 1 9 : 0 0 開 演

東 京 オ ペ ラ シ テ ィ リ サ イ タ ル ホ ー ル

アンサンブル ・ノマ ド < Fl
［い 第 87 回定期演奏会 g j

L. ゴ ラ ル : ポ エ マ ～ 武 満 例 追憶 痕 "( 2 0 1 5 )
Leonardo Coral : Poema en memoria deToru Takemitsu

北 爬 奏 : 1 ボ リズ ム ・ド リ ー ム ( 2 0 2 6 )
" ■ ! ‘ ～池 上 敏 基金委嘱 世界初演

i M ic^ ^ Citazi^ae : 10 Rhythm-Dreams

A . カ ス テ ィ ー リ ャ = ア ヴ ィ ラ :
オ ブ • ザ ・ ロス ト • ラス ト ( 2 0 2 3 ) ～ 世界初演

A'gustm Casti lla-Avila : Of  the Lost Lust

由演 者 : * se袖 le ^ ft viA D「

佐 藤 紀 雄 ( c o n d / g t )

木 ノ脇 道 元 (fl ) 菊 地 秀 夫 ( c l)

野 口千 代 光 ・花 田 和 加 子 ( v n )

甲斐 史 子 (v a ) 佐 藤 洋 嗣 (c b )

中川 賢 一 ( pf ) 宮 本 典 子 ( p e r c )

So lo
J u a n Ca r lo s Lag u n a  (g t )

M . ビ ア シ : 五 輪 書 ( 2 0 2 6 )
～ 池上 敏 基金委 嘱 世界 初演

Marco de Biasi : Il L ibro dei Cinque anelli

薬 師 寺 典 子 (s o p )

小 林 太 郎 ( 和 太 鼓 )

c o b a  ( ac c o )

c o b a : ノ マ ドの た め の 新 作 ( 2 0 2 6 )
～池 上 敏 基金委嘱 世界初演

coba ： New Composition for NOMAD
米曲目は変更になる場合がございます。

Guest
北 嶋 愛 季 (v c )

【前 売 】 一  般 ¥ 4 , 0 0 0  【当 日 】 一  般 ¥ 4 , 5 0 0

大 学 生 ¥  2 ,0 0 0 大 学 生 ¥  2 ,5 0 0

高 校 生 以 下 ¥ 1 , 0 0 0 高 校 生 以 下 ¥ 1 ,5 0 0

(就 学前のお子様 の同伴 ・ご来 場は ご遠慮下 さい)

主催 : 一般社団法人 ア ンサ ンブル • ノマ ド

チケッ ト取 り扱い

東京 オペラシティチケットセンター
Tel: 03- 53 53-99 99

アンサンカ レ• ノマ ド ウェブサイ ト
ht t p://w w w .ensem b le- no m ad.com /

お問 い合 わせ
キーノー ト Tel: 04 22-44 -116 5
Ma il : key not e_m usic@fo Lhi -ho.ne.j p

助成 : 独立行政法人 日本芸術文化 振興基金 A  公益財団法人ロームミュージックファンデーション

N O M U R A 野 村 財 団 公益財団法人花王 芸術 •科 学財 団 公益財団法人 朝日新聞文化財団



アンサン:Xル ・ノマ ド第87回定期演奏会 印
ノマ ドは語 ら うvoL l :

ファン ・カノレロス ・ラグー ナ との語 らい
ア ンサ ン ブル ・ノマ ドの 29 年 間 にわ た る活 動 は、海 外 の音 楽 家 達

とも豊 か な交 流 を生 ん で き ま した。 それ ら作 曲 家や 演奏 家 との交

流 か らは素 晴 ら しい作 品が 多 く生 まれ て きま した。 なか で も メ キ

シ コの音 楽 家達 との親 密 な交 流 は特 別 な もの で、 その切 つ掛 けを

つ く った の が 、今 回定期 演 奏 会 に初 め て登 場 す るメ キ シ コを代 表

す る ギ タ リス ト、 フ ァン • カル ロス ・ラグ ーナ で した 。 ま さに待 ち

に待 った機 会 です 。

この プ ログ ラムで は他 の素 晴 らしい ゲス トもお招 き し、 メ キ シ コ、

イタ リア、スペ イ ン、日本 の様 々 な タ イ プの作 曲家 の 作 品 とノマ ド

が 語 り合 う’’ひ ろば ’’を作 りま した。

佐 藤 紀 雄

ENSEM BLE NOM A D
1997 年 、ギ タ リス ト佐藤紀雄 の呼 びか けによって集 まった、無類の

個性 豊か な演奏家 によ って結成 され たア ンサ ンブル。

「NOMAD」 (遊牧、漂流) の名 にふ さわ しく、時代やジ ャンルを超 え

た幅広 い レパ ー トリー を自在 に採 り上げ 、斬新 なアイデ アやテー マに

よるプ ログラムによ って独 自の世界 を表現す るアンサ ンブル と して

内外 か ら注 目されて きた。
2002年度 に行 った第 15 回定期 演奏 会 「ケージ とメシアンの間で交わ

す 自然 と宇宙 に関する往復 書簡」は大 きな反響 をよび、サ ン トリー音

楽財 団 「第 2 回佐治敬三 賞」を、2014 年度 に行 った第 52 回定期演奏

会 「再生へ vo l. 3 : 祈 り～エ ス トニアか ら震災復興 を祈 るコンサ ー ト」

によ り「第 3 回 ウィー ン • フィル & サ ン トリー音楽復興祈念賞」を受賞

した。海外か らの招待 も多 く、2000年 オランダの 「ガウデ アムス音楽

週 問」、2003 年べネズエ ラで行 なわれ た 「フェステ ィバル • アテンポ」,

2005 年 11月パ リで行われ た 「フェステ ィバル • アテ ンポ」およびイギ

リスの 「ハダ ースフィール ド現代音楽祭Js 2007年 にはメキシコの 「モ

レリア音楽祭」、 また 2008 年 10月 には ソウルでの 「パ ン • ムジーク •
北嶋愛季 (vc)

フェステ ィヴ ァル」 な どに 出演。2009 年秋 には、中国の北 京首都師範

大学 、北京 中央音楽学院、四川音楽学院で中国人作 品を中心 としたプ

ログ ラムの公演 を行な い、好評 を博 した。2011 年 には 2 度 目の韓国

公演を開催。2013 年 7 月 にはエス トニ ア とオランダで公演を開催。

2014 年 にはメキシコの 「セルバ ンテ ィー ノ音楽祭」に 日本 を代表 する

ア ンサ ンブルの 1 つ として招聘 され た。

2015 年 12月 に再び 中国四川 公演 を行 い、2020 年 には 「ライプツ イ ヒ

現代 音楽祭」に 〇nl ine で参加。2023 年 11 月には 3 度 目の 四川公演を

行 った。今後 もフランスや メキシコな どでの公演 を予定 している。

また、近年で はアウ トリーチ活動 にも積極的 に取 り組 み、保育所、病

院、小学校、特別支援 学校 等で訪 問 コンサー トや ワー クシ ョップを行

な っている。

CD は、 これ まで近藤譲 「栃子」、 「空 の眺め」、 「オ リエ ン ト• オ リエ ン

テーシ ョン」、 「表面 • 奥行 き • 色彩」、石田秀実 「神聖 な杜の湿 り気を

運ぶ もの」、池辺晋一 郎 「炎の資格」、福士則夫 「花降 る森」が発売 さ

れている他、藤倉 大の 「Tu rt le Tot em」、 「Diam o nd Dust 」、

rGlo rio us Clo udsj にも ライ ブ録 音が収録 されて いる。海外で は 2011

年秋 にエベル ト・バ スケスの 「Best iar io (動物寓話集 ) 」、2015 年秋 に

r pr uebas de v ida (生命の証) 」が リリー スされて いる。2014 年 には

オ リジナル • アルバム 「め ぐる 一 Megur uj を発売。 2015 年夏か ら秋

にか けて発売 され た 「現代 中国の作 曲家 たち」 シ リーズは、 レコー ド

芸術誌の特選 盤や朝 日新聞の 「fo r you r  co l lect io nj 推薦盤 に選 ばれ

ている。 公式 ウh ブサイ ト : w w w .ensem b le- no m ad .co m /

#8T 出演者/  Ensemble NOMAD
佐藤紀雄 (cond/ gt ) 木ノ脇道元 (f l) 菊地秀夫 (cl)
野口千代光 • 花田和加子 (vn) 甲斐史子(va)

佐藤洋嗣 (cb) 中川賢一 (pf ) 宮本典子 (perc)

東京オペラシティ
リサイタノレホール

東 京都新宿 区西新宿 3- 20- 2

東 京オペ ラシテ ィ B1F
Tel: 03- 53 53-0 78 8

京 王 新 線 「初 台 駅 」 東 口下 車 徒 歩 3 分


